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研究・研修課題名 
第22回CRCと臨床試験のあり方を考える会議2022への参加による

CRC研修 

研究・研修組織名（所属） 臨床研究センター治験管理部門 

研究・研修責任者名（所属） 直良浩司 

研究・研修実施者名（所属） 田中道子、河野邦江、川端奈緒美 

 

成果区分 
□学会発表 □論文掲載 □資格取得 □認定更新 □試験合格 

□単位取得 ■その他の成果（最新知見の習得） 

該当者名(所属) 田中道子、河野邦江、川端奈緒美 

学会名(会期・場所)、認定名等 第 22 回 CRC と臨床試験のあり方を考える会議、2022 in 新潟 

会期：2022 年 9 月 17 日（土）～18 日（日） 

オンデマンド配信：2022 年 10 月 3 日（土）～11 月 7 日（月） 

演題名・認証交付元等 該当なし 

取得日・認定期間等 該当なし 

診療報酬加算の有・無 □加算有（                ） ■加算無 

 

目的及び方法、成果の内容 

 

①目  的 

臨床試験を取り巻く環境は、時代のニーズに沿い変革を伴う。2022 年度のあり方会議では、臨床試

験の新たな価値の創造をテーマに、「あるべき姿」と「しなやかさ」の両立に向けてという題目で学会

が開催される。当部門にて、質の高い治験関連業務を実施するにあたり、最新知識や学会の動向を知

ること、また関係者との人事交流は必要不可欠であり、当部門 CRC の業務改善および知識向上を目的

とする。 

 

②方  法 

一般財団法人臨床試験支援財団が主催する下記の学術総会へ治験管理部門および兼任スタッフの中

から 7名を派遣（オンライン参加）する。 

第 22 回 CRC と臨床試験のあり方を考える会議、2022 in 新潟 

主催：一般財団法人 臨床試験支援財団 

会場：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター（ハイブリッド開催） 

会期：2022 年 9 月 17 日（土）～18 日（日） 

参加方法：Web 参加 

 

③成  果 

治験管理部門が行う CRC による治験補助業務の実施にあたり、専門的知識のアップデートによる知

識向上が達成された。また、学会にて他医療機関の CRC 等と情報交換することにより自施設の治験関

連業務の改善活動の鍵となる知識が得られた。本会議への参加により日本臨床薬理学会認定 CRC 制度

の単位が取得できることから、部門スタッフの認定 CRC 資格の新規取得に繋がることが期待される。 

                                     （田中道子） 


